
東北ブロック２０２６

選手名 № メーカー 品番 使用先 電池種類 規格（電圧、容量）

ロボットに
一度に搭載
する本数
（個数）

電気容量（Wh)
総電気容量（Wh）
①＋②＋③

会場に
持込する
本数
(台数)

① XX模型 LF2-850 CPU用 リチウムフェライト ６．６V(3.3V×2ｾﾙ)８５０ｍｈ 1 5.61 2

② XX模型 LF３-１４５０ モーター用 リチウムフェライト ９．９V(3.3V×3ｾﾙ)１４５０ｍｈ 1 14.355 2

③

XX模型 ＬＦ－ＣＨＧ 1

１台目 ①

②

③

充電器

２台目 ①

②

③

充電器

チーム名 キャプテン メンター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ロボットの電源電圧については、国際ルールと同じく、ワールドリーグ・サッカーOpenは１５V以下、ワールドリーグ・サッカーライトウェイトは１２V以下とします。

（大会名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

管理用シールの付いていない電池並びに充電器は使用することができません。（申請書より多い数量は持ち込まないでください。）

19.965

注意事項

書き方例

リチウムイオン系二次電池使用申請書 （サッカー競技　　オープン･ライトウェイト、　レスキュー競技）

ロボット１台の総電気容量値はワールドリーグ・サッカーOpenは４５Whまで、ワールドリーグ・サッカーライトウェイトは２３Whまでとします。

電池本体に、電圧並びに容量の表記がないものについては、証明するための資料を準備してください。証明できないものは使用できません。（証明資料は当日持参のこと）

大会当日、持込された電池並びに充電器が申請書と相違ないかを確認の上、管理用シールを配布しますので、必ず管理用シールを貼り付けてください。

使用する電池については、本体の膨らみ（変形、変色を含む）、キズ、破損（リード線、コネクタも含む）があった場合すぐに使用をやめること。


